
問 住民福祉課
     ☎６２－１１１１（内線１３２）問 住民福祉課　福祉係

　 ☎０９６７－６２－１１１１( 内線１３３）

ハートフルパス
申請は役場で！

児童手当の手続きについて

　障がい者等用駐車場を適正に利用いた
だくため、障がい者、妊産婦、歩行が困
難な方に対し、県内共通のハートフルパ
ス（利用証）が交付さ
れています。
　その手続きが、高森
町役場の窓口でもでき
るようになりました。
　詳しくは、お問い合
わせください。

　児童手当の受給には申請が必要です。手続き
は高森町役場住民福祉課でできます。（公務員は
各自職場での手続きとなります）。

■次の場合 15 日以内の手続きが必要です
＊児童が生まれた場合
＊受給者が高森町に転入した場合
＊受給者が公務員ではなくなった場合
＊新たに児童を養育するようになった場合

■その他、手続きが必要なとき
＊受給者が町外へ転出した場合
　（転入先でも手続きが必要です）
＊児童を養育しなくなった場合
＊児童が死亡した場合

＊受給者が公務員になった場合
＊児童と別居するようになった場合
＊受取口座を変えたい場合
　（原則、受給者名義の口座に限ります）

　児童手当は、申請の手続きをした翌月分か
ら受給できます。里帰り出産などで、住所地
以外の市町村に出生届を出した場合、住所地
の市町村で児童手当の手続きが遅れることが
あります。その場合、さかのぼって受給出来
ないのでご注意ください。
　詳しくは、お問い合わせください。　
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麻
衣
さ
ん
の
前
向
き
な
気
持

ち
は
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私
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と
っ
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大
き
く
共

感
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
麻
衣
さ
ん
と
は
、
道
徳
の
読

み
物
資
料
を
通
し
て
出
会
っ
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方
で
す
。
麻
衣
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は
い
つ
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元
気
い
っ
ぱ
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で
病
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に
か
か
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明
る
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。
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ま
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と
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。
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ま
し
た
。「
麻

衣
さ
ん
は
、
今
の
人
生
の
方
が

楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
な

り
、私
は
麻
衣
さ
ん
の
こ
と
を
、

今
の
自
分
に
誇
り
を
持
っ
て
生

き
て
い
る
人
な
ん
だ
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。
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。
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あ
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。
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た
、
自
分
は

み
ん
な
と
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う
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と
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い
込
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も
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ま
し

た
。
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。
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き
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ど
、
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と
同
じ
よ
う
に
何

で
も
で
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て
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る
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ら
。」
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言
っ
て
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れ
ま
し
た
。
私
は
そ

の
言
葉
を
今
で
も
は
っ
き
り
と

覚
え
て
い
ま
す
。
今
で
は
片
方

の
視
力
で
生
活
す
る
こ
と
が
当

た
り
前
に
な
っ
て
お
り
、
私
の

自
信
や
誇
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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は
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き
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考
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方
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触
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て
、
改
め
て
周

り
の
人
の
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が
あ
っ
て
の
今

な
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
麻

衣
さ
ん
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よ
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に
、
何
か
に
影

響
を
受
け
て
変
わ
ろ
う
と
す
る

と
こ
ろ
が
、
自
分
と
重
な
り
ま

し
た
。

　
私
は
こ
れ
か
ら
先
、
自
分
の
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生
な
ん
だ
か
ら
、
も
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楽
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っ
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き
て
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こ
う
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め
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ま
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。

自
分
が
い
く
ら
周
り
の
人
と
違

い
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
自
分
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あ
り
、
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に
し
か
な
い
大

切
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も
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思
っ
て
、
こ
れ

か
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も
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た
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前
に
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張
っ
て

い
こ
う
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思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
に
は
将
来
の
夢
が
あ
り
ま

す
。
そ
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は
、
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師
に
な
る
こ

と
で
す
。
私
が
教
師
に
な
っ
た

ら
、受
け
持
っ
た
子
ど
も
達
に
、

「
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
に
、
自

信
や
誇
り
を
持
っ
て
生
き
て
ほ

し
い
。」
と
伝
え
た
い
で
す
。

　
も
し
、
悪
い
と
思
わ
れ
る
方

向
へ
と
進
ん
で
し
ま
っ
た
り
、

迷
っ
た
り
し
た
と
し
て
も
、
ま

た
こ
れ
か
ら
頑
張
れ
ば
い
い

し
、
何
度
だ
っ
て
自
分
が
変
わ

ろ
う
と
思
え
ば
変
わ
れ
る
と
思

う
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

と
出
会
い
、そ
し
て
関
わ
っ
て
、

自
分
ら
し
さ
を
見
つ
け
て
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し
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と
思
っ
て
い
ま
す
。
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か
ら
も
、
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り
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謝
の
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け
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。
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